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1） 用紙サイズは A4 とする．日本語論文の
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電 子 メ ー ル で 紀 要 委 員 会
（kiyou@seirei.ac.jp）まで提出する． 
 
10． 著者校正は原則として初校のみとする． 
 
11． 著作物の複製権および公衆送信権 
掲載された論文の著作権(著作人格権，著作財
産権)は著者に帰属する．著者は聖隷クリストフ
ァー大学リハビリテーション科学ジャーナルへ，
同機関が公益事業に役立てるために行う掲載論
文の複写・複製・翻訳・翻案・要約および第三
者への転載許諾の権利を譲渡する． 
 
12． その他 
不明な点は，編集委員会にお問合せください． 
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